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西

大

革

命

.̂
云
，.
へ
ば
、直
ち
に
恐
：怖
時
代
を
聯
想
し

‘

©;
落
を
聯
想
し
、
*

K

政
治
を
聯 

:
想
し
、無
刺
論
及
び
共

®

主

，義

を

聯

想

し

て

、佛

'
國
大
革
命
と
は
恰
も
無
信
仰
、無
秩
序
、泥
亂
、免
暴
、
 

'-
■'.

殺
戮
、掠

*

、劉
盜
、等
凡
ゆ
る
不
穏
な
る

.
文
字
ビ
同
意
義
に
看
做
す

'
者
、今

H

尙
ほ
少
な
か
ら

t'
見 

:
;'
:'SJ
く.
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は

®

^

此
の
世
界

®

史
上
の
最
大
事
件
否
、其
の
最
も
願
著
な
る

0 

爾
に
.
對
す
る
硏
究

"
考
察
：の
不
充
分
で
あ
っ
穴
時
代
の
歷
史
家
や
著
書
や
、
一
知
半
解
の
知
識
：に 

,

:-
依
て
'̂

力
れ
た
.

敎
和
管
な
ど
の

'
奶
か
、與

0

て
多
&

に
居

'̂
ど
思
ふ
。
.

所
謂

『

恐
#

政
治

』

の
行
は 

..
■;
:.
れ
た
こ
と
は
、佛
國
革
命

S

一)

に
偶
發
し
た
る
不
幸
な
る
謂
は
ば

ff
f

lM

で
あ
つ

ャ
嫉

し

て

眞
の 

;

革
命
と
混
同
す
可
き

..
で
器

い

。
■

國
革
命
の
本
體
ヒ
云
は
ぅ
か
眞
相
と
云
ば

.
ラ

か
、即
ち
眞
が 

佛
國
革
命
其
蒋

は
、斯
か
■
る
兇
暴
に
し
て
醜
惡
な
る
附
隨
，的
偶
發
询
事
件

.
の
爲
に
、縱
し
璘
分
の 

朽
名
を
蒙

'*
9

た
ビ
す
：る

^

、決
し
て

' 
其
の
本
來
の
目
的
や
精
神
ま
で
も
沒
却
せ
ら
る
可
き
理
お

f

1

II
I
震
1p
I

i

|1

-m

は
な
い
の
で
あ
る

。

.

.

. 

» 

# 

. 

,

佛
國
革
命
が
此
の
如
：く
常
軌
を

.

.
逸
し
て

&-
端
過
激
：の
徑
路
に
馳
せ
た
の
は
、

'»
_

の
尊
大 

'
な
‘
.
衝
動
的
な
る
國
民
性
が
多
少
禍
を
爲
七
て
居
る
妙
れ

r

、若
し
ダ
ィ
第
拾
六
世
，及
び
王
妃 

.
マ
リ
1

ア
ン.

ト
ア
‘
ネ
ッ
ト
に
し
て
、猥
ぅ
に
諸
帝
王
の
兵
.力
を
借
々
て
革
命
黨
の
鐡
職
を
企
て
た 

り
、脫
走
貴
族
の
後
を
追

^

て
逃
4
3
を
圖
つ
.
；た
:5
:
.

し
な
か
つ
た
な
ら
ば
、此
の
革
命
は
ニ
七
九
一 

年
の
憩
法
實
施
と
共
に
、多

<
•!
牙
出
度
終
結
を
吿
げ
允
で
あ
ら
ぅ

。.

€
 
.こ
ろ
が
佛
國
王
王
®
及 

び
：王
'
'黨

:0
輕
擧
窗
卿
に

.
加
ふ
る
に
、
ft
洲
諸
帝
茧
め
苹
命
に
對
す
る

R

ff
i

s

ぐ

あ
S

に
、
if
i
l
0
,に 

逸
つ

'て
*

を
好
む

*

法
|1
#
.
;
の

躁

急な
る

開
戰
論
は
.
、凳
に

*

國
革
.
命
を
し
て
夹
の
如
く
軌

M
 

を

脫

：
せ':
し
め
、結
局
革
命
の
眞
使
命
其
者

R
•ま
で
.
海
點
を
加
へ

t
e
の
で
.
あ
る
。

::

何
：れ

n

i

免
ょ
、像
國
革

命

の
13
1

命
は
公
明
で
あ
る

^

大
で
あ
る
。
決
し
て
兇
華
且

：

つ
醜
惡 

な
へ
る
，事
#

，と
浪
同
せ

^

、
，.可
き
不
純
な
る
分

「

子
を
包
合
せ
ぬ
の
で
あ
る
？
佛

H

革
命
の
大
目

的
ビ
眞
精

■神
^

に
-
就
.
て
'

は
^

は
：旣
に
本
誌
第

'+

四
卷
第
八
號
に
，論
じ
れ
'

か

為

'

に
こ
れ
を
•繰

.

. 

. 

.

. 

:

‘ 

■ .
* 

■ 

,

.
返
す
：こ
.

§

避
け
：次
，i

。
'

要
す
る
に
、世
間
の

«

國
革
命
を
論
す
る
者
、

#

怖
，時
'
代

の

;f
劇
を
.見 

..
て
、直
.

V
れ
過
激
共
和

_

の

罪

惡

，：を

斷#.
る.
け

，れ
^

、此
：
^
 

令
は
、上
'述
み

.

隼
五
：卷

(
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九
：〕
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六二 

諸
®

因
-

が
錯
.

粽
ん
て
©■
’

る

Q
,

で
あ
る
か

k

m

の
*

ft
.

を
宛
分
；

^

 

了
解
し
.

や
ぅ
く
思
へ

.

ば
、旮
人 

对
所
謂

『

恐
嚇
政
治
家

』

穿
§

ユ&

)

の
立
場
.

か
ら
も
.
.

之
を
?«

察
す
る
必
要
，が
あ
る
。

.

マ
ッ
ゾ
r

敎 

授
も
、
|

被
變
過
激
革
命
黨

)

は
.

秩
序
を
求
め
て
、決
し
で
無
政
府
を
冀

a

し
A

令
に
は
非

.
中」

ど
日
.つ 

て
®

る
。
.

彼
.

等
'
:

の
：確
#

し
た
る
•

所
に
據
れ
ば
、革
命
に

■
.

反
：勢
す
る

.

は
、其
罪
死
に
相
當
す
る
、佛
國

. 

が
此
の
無
政
府

.

に
，加
ふ
る
に
、外
寇
の
危
急
か
ら
免
れ

*

ん
ビ
す
る

.

に
は
、須
.

ら
く
大
に

ギ

ョ
ッ
チ 

ィ
ネ
.

を
#

か
し
で
、速

.

に
國
內
に
於
け
る
凡
ゆ

.

る
'

反
樹
黨
を
英
除
し

«

す
の
外
は
な
い
ど
。

餘 

b

ft
fc
«

例
で
は
あ

^

が
泥
棒
に
も
三
分
の
道

®

が
あ
る
ビ
云
ふ
で
は
な
い
か
。

况
や
.佛
國 

寧
^

時
代
の
ス

>

丨
ッ
マ
ン
令
以
て
庇
じ

e

所
謂
：r

恐
嚇
政
嚼
家

』

'

に
於
て
'

を
や
。
余
は
左
に

#

 

國
革
命
時
代
恐
嚇
政
治
の

•

代
表
潘

.
V
J

 

0

す
可
き

f

ベ
ス
。ヒ
み
产
を
中
心

ビ

し
て
'少
し
く
此
の 

恐
嚇
政
治
の
眞
相
に
就
て
述
べ
や
ぅ
ビ
思
ふ

。
\

 

,

.

 

V

-

.

.

;

へ 

l

.

r

.•
J

.

' 

”

ベ
ス

‘ヒ
工
ル
等
の
過
激
：革
命
黨
が

^

の
恐
嚇
政
治

(
H
e
r
r
o
d
s
m
)

を
狩
ふ
爲
に
用
ひ
た
機

1 | 

に
'

は

公

安

委

員

會

と

か

、革
、命

裁
?*

所
ど
か
、

『

派
遺
代
議
士

』
(
R
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
v
e
s

 

o
n

 

m
i
s
s
i
o
n
)

ど
か

(

註ニ

) 

&

.里

苯

命

ま

治

國

V
J
.
.

か
、國
，民
：衡
兵
：ざ
か
、其
他
-サ
ン
a

キ
ュ
ロ
ッ
ト
S

H)

S
ど

と

稱

せ

ら
I

々

暴
^

, 

. 

_ 

V 

—

 

I 

,
 

• 

• 

, 

.

V. 

. 

,

 

- 

.

.

. 

: 

.

. 

. 

■. 

-

,.
ノ

- 

.

.

. 

.

.

. 

.

.

. 

'
■
'
•
:■ 

.

.

.: 

: 

: 

■ 

, 

.

•
、 

:

.

團
R

栗
‘

ま
で
、槐

>

:
在
っ
れ
け
れ

^

、甚
魁
ァ
べ
ス
ピ

H

 

.グ
が
最
後
咬
で

-«
據
诹
と
し
て
居
た 

- 

牙
«

は
實
に
ジ

>

コ
べ
ゾ
供
樂
部
で
あ
っ
た

0

ジ
ャ
コ
べ
ン
士
云
ふ
言
葉
が
、是
れ
亦
蔽
ち
に
佛

-

.

.

•
 
,
 

:
. 

. 

' 

I
.
; 
!!■
 

.

.,'
;:
* 

_

.

:

國
革
命
の
兇
暴
な
る
方
而
を
聯
想
せ
し
め
、人
を
し
て
：慄
然
た
ら
し
む
る
も
の
が
あ
る
け
れ

<

'-
.

.

. 

: 

I ..
.
'
+
• 

: 

.
:

, 

. 

.

.

事
實
は
、決
し
て
最
初
か
ら
を
ん
な
危
險
な

•

圓
體
の

' 

俱
樂
部
で

’

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る

.
。
ジ
ャ
コ

.

.

.

ベ•
ン
.

俱

樂

部

-の
前
^

は
レ
ン

_
,ス
出
身

.
0

法
.律
家
連
 

' 

の
首
唱
か
ら
成
立

+
っ
た
プ
リ
ト
ン
俱
_
部

.

ァ 

.

：
(

レ
ン
.ス
は
ブ

y

タ
.一一ー
に
在
り

)

で
あ
る
。
此
俱
樂
部
に
は
、後

-r.

ラ
ボ

ー

、K

ッ
べ
•

シ
.

エ' —

ス、バ

;*
;
-
/
. 

J,: 

'
 

■
 

■
 

.
 

: 
.
. 

'
I
: 

.

.

.
:
■■
.

,
.
:
•
:■
::
.
- 

.

.

.

. 

. 

■

ノ 

/

.

グ
.ナ

1

ヴ
等
が
加
入
し

.
て
、部

-
員
^

る
著
は
：公

K

權
を
有
し
た
、ブ；

y

ル：ジ
ョ

r

階
級
に
限
ら
れ 

•

:.
V

O

而
し
て
國
民
識

.
會
に
提
；出
せ
ら
々
可
き
議
餐
は
、豫
め
此
の
供
樂
部
で
硏
，究
調
査
を
®
ま 

•

•

■

,

バ
. :
:
れ
.
お
。：
>

'

ソ
ト
ン
俱
樂
：部
は
：國

K

議
嚀
が
、グ
ユ

>

士
ィ
ユ
：か

6
E L
M

に
議
場
を
.移
舊
し
た
後 

;

.
 

サ
ン
f

オ
ノ
レ

€

呼
ぶ
，ジ
バ
ャ
コ
ベ
ン
修
道
院
を
會
場

.
に
充
て

.
た
の
で
，ジ
ャ
コ

」

ベ
ン
俱
樂
部
の
稱

.
が
® :
I

の

1

る
タ
此
の
如

▲

 

I

の
俱
樂
部
は
、各
政

f

l ;

っ
た
寧
ろ

I

I

代 

.

.

.

.-  

.

表

. *

の
團
體
た
る
傾

^

が
あ
っ
ぬ
け
れ
，ど
誧
述
の
：如
く
佛

 

•

く
に
連
，

れ
、過
激
典
和

.
論
益
々
勝
利
を
占
め

' 

て
、先
づ

シ
ヱ
I

ス
_

の
立
：憲
穩

.
和
派
'

が、
去
り
、
次

ぎ

.

:

ん 

^

ミ
，ラ
ボ
ー
，が

.
去
り
、
^

局
ロ
べ

^

ピ
'
f

火
が
惟
り
全
權
を
揮
ふ

^

缀

0
"

て
、此
、の
俱
樂
部
は
-佛 

、
 

' 

.

^

,

1
-
 ̂

 ̂

魏恐嚇政沧本ロイ

'

ス
2

て

■

•

 

,

，
第
四
號

 

六
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■
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治
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號
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國
の
政
界
に
、宛

か

を

負

.

ふ

,®

の
.

如
&

»

位
を
*

め
た
の
で
あ
る
ぃ

-

ジ
ャ
コ
ー
ベ
ン

‘

.樂

.
部
の
.
道
.
も
念
る
政
、治
家
か
ら
成
ー
立
0

た
0
M
 

®

.

»
 

#

^

0

O

I

I

P
 

l

o

g

,
 

友
中
の
.
所
謂c
山
-®
.
翁』

：

I
n
t
a
g
n
a
r
d
)
：

の

團
fi
t

.

が
、當
時
は
.

勿
論
、今
H

に
於

^

も
、
一
部
の
人
ぃ
ら
ち 

の
：如

ぐ

蛇

蜗

視

せ

ら
‘

る
理
由
の
一
は
、最
初
は

」

ジ
ャ
コ

.

ベ
ン
俱
樂
部

.に
酈
し
、後
，に
フ
派
を
組 

織

し

て

其

の

敵

黨

き

：な
べ
た
政
治
：家
:0

集
團
れ
る
ジ
ロ
ン
ド
鐵

(

穏
和
典
和
黨

)

ビ
の
比
^
.
對
照 

か
名
で
あ
る
。

ジ)
V

ド

黨
は

其
の
.
.政
*

が

佛

國

の

國

狀

に

適

合

し

な

か

っ

た

が

爲

'く
其
の 

主

張
.
が

鬼

角

不

徹

底

で

あ

つ

ー

爲

ど

、其
'
の
政
治
的
實
カ
が
劣
弱

^

あ
ウ
た
爲
、結
局
ジ
ヤ
コ
ベ 

ン
黨
の
牟
に
，仆
滅
さ
石
る
ー
の
；悲
.
運
に
會
し
於

0

然
し
ジ
ロ
ン
ド
黨
が
滅
じ
す
る
に
は
、滅
^
す 

る

だ
け
の
當
然
の
理
由
が
驻
，る。

.

決
し
て

.

ジ
ャ
コ
：ベ
ン
黨
の
獰
猛
.に
し
て
兇
惡
な
る
が
爲
ば 

か
ぅ
で

は

な

い

。

然
も

|§

者
：に
同
愦
す
る
.は
普
通
の

人

情
で
あ
る
。
力

ー

ラ

ィ

ル
を
始
め
、拾 

九
世
紀
の
歷
史
家
は
何
れ
も
事
の
眞
相
を
究
め
ず
し
て
、一
向
に
丨
弱
*
た
る
ジ
口
ン
ド
黨
に
同 

®

の
筆
を
揮
つ

^

が
爲
、ジ
パ

n

べ
ン
鎞
殊
に

.

其
の
代
表
者
た
る
ロ
ベ
.ス
ピ
エ
次
は
殆
ど
殺
人 

鬼
の
如

.
<
 

着
惡
せ

-

ら
る
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
殊
に
此
の
傾
向
を
*
だ
し
か
ら
し
め
た
の 

は
ラ
マ

.

ル
-
，
ィン、の

『

ジ
ロ
-

ン
ド
黨
名
士
史

.

』
(
-
H
i
s
t
o
i
r
e

 

.
d
e
s

 

G
i
r
o
n
d
l
.
n
s
)

で
あ
.

る
-

彼
は

A

も
知
る

—
I 

.

月
革
命
の
大
立
密

^
f
o
 

'

彼
は
其
の
政
治
家
情
熱
の
筆
を
以
て
、グ
ダ
：タ

X
/
の
英
雄
傅
じ

:
 

, 

'
へ■ 
' 

. 

. 

,

.

.

.

.
 

V

 '

 

:

.

依
て
修
養
し

.
希
臘
羅
馬

■

古
.

英
雄
を
景
仰
し
て
居
た
ロ
ー
ラ
ン
夫
，人
を
始
め
、グ
エ
ル
二
方
丨
、、ビユ 

>

1

、ゴ
：ク
デ

1

、A

I

V

工
等
を
赏
揚
し
て
：：措
か
な
か
つ
た
。

有
體
に
云
へ
ば
、ラ
マ
，
タ
ィ
ン 

.

自
.

身
が
®

,h

是
等
‘

ジ
ロ
：ン
:-
,

ド
_

«

±

に
私
淑
し

.

で
®

た
の
み
な
ら

t '
£

月
革
命
に
は
當
年
の 

ジ
：.
.ロ
ン
：，ド
黛

X

，略

令

同

1
'

の
.

態
度
を
採
つ
て
居
る
の
で
ぁ
ン
る
。

_

.

彼
の

『
：

ジ
.

ロ
ン
ド
黨
名
士
史

J.

の 

歷
史
.

ど
し
て
の
眞
價
は
推
し
て
知
る
可
き
で
ぁ
る
？

 

. 

■ 

/

,

I 

.

;.
;

'

'

,:
.:.
ノ 

;

.

.

:

翁

に

も

-

寸

述

べ

：
た

；や

ぅ

に

、
佛

國

革

命

は

其

實

V

ィ

第

十

六

世

：
が

嚴

*

に

、
其

の

實

.施

を

宣

 

誓

し

た

一

七

九

'

』

年

の

憲

法

«

布

ミ

典

に

終

結

.を

'吿

げ

た

箬
で
ぁ
る

o

然
る
に

其

れ

が

さ
5
 

で

な

く

し

て

、
革

命

妒

苒

皮

破

致

心

て

茶

は

敢

て

再

度

の

破

裂

ビ

云

上

)

、
彼

：の

如

.き

.

.

.
歐

洲

大

禍

 

亂

を

.誘

致

^

た

の

は

、
諸

^

王

や

舊

：
文

化

の

反

抗

の

故

も

ぁ

つ

た

〃

れ

ざ

、
«

國

王

室

、
主

、
ど

' L
て
 

M

.

®

マ

タ

J

の

陰

謀

く

#

躁

事

を

好

む

立

.
法

'
議

會

：
の

苹

命

派

.
の

對

1外

宣

戰

で

ぁ

ゐ

0
ン

旣

に

自

 

由

"
平

等

^

愛

の

良

主

ギ

義

ヾ

を

標

榜

し

て
0

^

た
佛

國

_

命

が

軟

洲

.の

舊

文

，.化

、
« «

'
制

度

.

に
.向

で

 

»

®

L

^

か

.

^
 

.

.
に

，
は

、
肆

白

；

の

膠

敗

、

決
，.

す

る

：

迄

、
假

：令

、
幾

十

年

.
に

k

0

.

で

も

：
.戰

爭

0

繼

■'績

せ

ら

る

:

第
十
五
卷

(

.

.

五
.

§
1

 

>

 

論
，

就
恐
嚇
政
治
ミ
ロ
べ

5

チ
ル 

；第

四

號

六

近



第
十
.7
1
.
.怨
.

(

2
1四‘〕

論

說

恐

#'

難
治
と
ロ
ペ
ス
ピJ

i
w
-

 

第
四
虎 

六
六

<

可

身

は

、
理
ヘ
の

：

«

易
I

所
： .

で
：
.あ

： .

る

。

V
'.

何
ど
な
れ
ぱ
；、
*

はu
u.
_

の
”
利
"
害
威
情
の
..衝
突
で
は
な
く
し 

-
TC

:

®

家.
並

&
に
社
# ;
が
據
ク
本
珙
て
立

^ '
根
本
ゆ
基
礎

9

#

调
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

此

の 

如
' 
バ.
し

,t
:
.

佛.
國
は
«

手.
を
以
.

て
：、歐
羅
巴
十
數
，.
國
を
對
手
^ ,
し

t

戰
は
ね
«

な
ら
ぬ
.
境
涯
R

陷 

C
V

た
。'
;
併
か

も

此
0

國
^

の.
：笨
翁
存
6

の
大
危
機
^

際
し
て
、壬
.
鐵
及
び
貴
族
僧
侶
.
の
叛
，亂
は 

谷
地
に
頻
發
し

te
o ::

殊
：に
：ジ
ォ
ン
、ッ

n
 

ロ X
、

ギ
グ
K

i

#

大.
都
^
-

の.
«

亂
、ラ
。グ

7

ン•
产
也
， 

農
民
.

の

一

授
は
.
'
最
も
革
命
.
政
府
.
を.
.
手

古

權

,-
A
:

し

た

ぅ

不

信

極

ま

る

國

，王
玉
«
を
戴
け
る 

，の._
み
'
な
ら
' 
ず
、內
( ;
は
反
革
命
派
の
叛
亂
蜂

0 
L
’外

か
ら
は
：潮
の
如

&

大
®

が
國
の
各
樽
域
か

ら
侵
，入
せ
ん
ビ
し
つ
.

0

あ
る
。
.

，
元

來

衝

動

盼

で
®

昂

し

易

き

佛
.

國
人
た
る
者
、狂

熱

せ
ざ

b
ん

..

. 

••
 

-

ミ
欲
す
る
も
得
ぺ
げ
ん
や
。
是

I;

於
て
：
.

か
、一
七
九

〗
f

年
の
憲
法

\

 j

七
九
三
年
の
憲
法
も
、到 

底
此
の

.

大
動
«L

大
.

革
命
，
0

佛
國
を
；律
ず

可
.

く
、̂

の
用
を

4
0
爲
す

%

の
で
な
い
。
乃
ち
國
王
、王

. 

«

を
始
め
、荷
く
も

.

革
命〗

に
反
；對
す
る
，分
；子
：は

悉

皆

掃
#

せ

£>
-

れ

た

の

で

あ

る

-0

ジ
ロ
ン
ド
黨 

.
は
»

.

‘の
手
に
-
對
歐
宣
，戰
を
發
、布
：し
：廣
が
ち
、其
め
■

善
後
策
を
も
究
め
ず
、反
つ
て
革
命
ど
戰
淨
の 

進
行
乃
遼
終
極
を
妨
替
し

*

か
ら
、

.
ィ
ー
.二.

マ
ク
ス
と
ー
ー
ム
ふ
^

の

や
ラ

に

、
自

分

の

，
火

で

自

か
 

4

M

死

し

た
0

:

で

#
'
る*;
0

H
:

に
.

平
時
の
憲
法
が
，役
'

立
-

^
 

S

い
：
か

ぎ
-c

n

は
、斯
か
る
非
常
の
際
に

I

處
す
可
き
卿
時

l

急
-の
法

#

制
度
が
必

'®
で
あ
る
。

•
即
•
ち
'.
國
再
協
議
；.
會
の
.
‘首
P

な
る
-ロ
ベ
ス 

ビ
ェ

KIビ
ダ
ン
ト
ン
が
、公
安

'
委
：員
會
や
革
命
裁

.
判
所
.
や
其
他
軍
倒

0

急.
要
'
に
«
ず
可
き
諸
槌 

の
機
關
を
制
寒
し
た
：る
所
以
で
あ

.
る
。

元
來
、人
權
を
尊

f
fi
し
自
由
を
熱
愛
す
る
，佛
國
人
は
、此 

S

き
生
：殺
與

f

 

々
に

委
任
す
る
こ
ビ

I

の
？

好
ま
ざ
る
所
で 

あ
つ
た
け
れ
ど
、國
家
：の

‘
危
急
に
際
し
て
、是
非
な

く

公
安
委
員
會
に

’
對
し
て
、單
に
一
ゲ
月
を
限 

て
»

栽
權
を
.
姿
託
し
.
れ
。

，
と

こ

ろ

が

政

、
原

.
及
び
：戰
局
の
進
和
に
連
れ
て
^

の
期
限
は
延
長
に 

次
ぐ
、に繼
續
を

.
以
て
し
、竟
に

ii「

年
の
久
し

^

に
亘

0

た
の
で
あ
，る
。

.

,

ロ
ベ
グ
，ヒチ
斤
並
び
に
彼
か
代
表
し
た
恐
嚇
政
治
の

_

，
物
.

た
.

る，か
を
了
解
し
や
ぅ

，,
y

服
へ 

ば
、先
づ
焙
等
革
命

.

政
府
0

.

諸
機
關
の
組
織
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
，

:

•

囲
：
'

:

.

旣
に
W

王
を
弒

U

て
、共
和
：政
：治
：を
宣
布
し
ぬ
國
民
協
議
會
は
、内
外
の
敵
に
當

る
.

可
く
、强
.固 

な

，
る

中

央

軟

府

の

確

立
.*
0
要
>
し
じ
^o

乃

b
M
M 
&
議
會
.

は
、
當
0. 
ロ
ベ
ス
ビ

‘
エ
ル

£
.
0
,
ど 

十
心
同

®

で
あ
沒
て
、彼
に
比
べ

' 
て
却
て
人

«

の
織
.
ん

0 
 ̂

0
y2
ダ.

ン
ト
ン
の
主
唱

.
に
依
.
て
|*革 

.
命
裁
判
所

』」

|

私
|

8

-̂T
rib
u
n
e
)

を
設
眞
し
た

。

' (

一•
七
九
三
年
三
月
十

=
!
-

此
0

裁
剑
所

a

笫
十
五.
# 

(

五
爱

)

-
論
，
.
說

恐
_

政
治
.と
ロ
ぺ
ス
ピ
年
ル

 

笫
四
號
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六
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第
十
3£

猞

c

3£
'5
:

o

論

訧

.

f

s

政
f

 

ロ
-

ス
ピ
h

;v
, 

第
㈣

號 

六
八

一
 

' 

。
 

凡
て
.
'

國
民
協
_

會

.0
‘

任
#

し
.

れ
る
陪
宰
官
、檢
事
：
.
.及
び
ニ
人
：の
助
手
か
ら
：組
：織

'

せ
ら
れ
た
。

而 

-

.
 

、

:>
:

し
て
此
の
.

裁
判
所
。は

.

凡

y

の
反
革
命
的
企
圖
、並
，び
忙
佛
蘭
两
共
和
國
ぎ

_

由
率
等
、絲

一

、不

可

. 

p

 

. 

.

.分
、國
家
.

內
外
の
安
全
を
妨
害
し
、又
は

'

王
、政
.

の
0

興
'

を
企
て
、若
く
は

.

佛
國
民
の

&

*

¥

等〔

及
び 

|

丨

2

 

?

主
猶
に
取

.

て
准
寄
，な
る
何
等
の
他
の
權
威
を
設
立
せ
ん
匕
す
る
凡

ゆ
.：

る
陰
謀
を
載
剑
す
る
權 

|

;

能
を
與
へ
ら
、れ
れ
。ヒ
而
か
も
其
の
剑
決
は
終
審
で
あ
つ
て
、上
告
を
許

？

 ̂

h

 

.

制

度

で

あ

っ

た

。

'
を

こ

で

-

寧
員
ば

「

嚴
れ
人
を
し
て
法
律
の
陰
に

i
t

れ
て
一
無
辜
を
殺
害
す
る 

一
 

'
 

を
^

得
：せ
し
む
る
制
度
で

.

あ
る

」

と
非
難
し
た
が
、ダ
ン
ト
ン

•

は
.

之
に
答
へ
て
、平

時

に

は

無

辜

を

殺

，

I
.
:

 

.
〔

 

？
:

.:
;

害
_

せ
：ん
ょ

6

は
、寧
ろ
有
：罪
濟
を
免
じ
て

.

も
顧
は
な
い
け
れ
ど
、國
家

0

'危
急
に
際
し
て
は
、罪
あ

了 

•

,

る
潘
，を
免
れ
し

.

め
ん
.

ょ
ら
は
、反
つ

て

. ^

辜
を
殺
す
に
如
か
す
ビ
喝
破
し
た
の
で

あ
る
。

革
命

-

: 

.

.

.

.

.
 

' 

.
1
.
1 

,

一： 

.

裁
判
所
は
設
、

の

當

初

こ

そ

能

く
^

へ
の
職
責
を
盡
し
て
、王
黨
も
、非
宣

«

僧
.侶

章

聆

反

對

し
 

一

:r
.r

憲
法
に
宣
誓
し

^

か
つ
た
僧
侶

T

、w

他
の
反
家
命
分
子
も
爲
に
借
伏
し
て
、佛
國
の
大
嵇 

I
'

' 

, 

,
.

機
:(
:

‘

際
し
て
.

、能
く
.

國
防
0.

成
功
を
.

保
.

_

し
：た
タ
ビ

.

こ
ろ
.

が
、後
'

に
は
過
激
革
命
黨
に
衣
て
害

.

用
.

:

'

:::
;

:

;

;

^

.

:

L

 

‘ 

.

.
一 

七
九
三
'

年
四
月
六
日
に
至
て
、

『

公
安
裘
員
會

』

日
日
マ
^

ひ

。
ご

ず.
p

t

s

c

 

s
a
f
e
t
y
)

ど
稱
す
る
、

r
:

 

. 

. 

. 

• 
, 

,
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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'
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.
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.
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_
_
_
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.
 

.
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.

.

. 

-
>

I

裁
*

^

有

っ

た

：

1

種
の
革
命
政
府
が
國
民
協
，議會
の
議
長
か
ら
組
織

■

せ
_

6

れ
た
。
立
法
議
會 

. 

の
時
.

で
も
、又
國
民
，

®

議
：會
に
な
っ
て
か
ら
も
、

『

國
.

防
麥
2

貝
會』

其
他
>

の
名
.

稱
で
稍
々
乙
れ
に
輝
，し

た
會
議
は
組
織
せ
，ち
れ
た
け
れ
ざ
、多
ぐ

.
效
果
は
擧
が
ら
な
か
っ

/?

。
然
^
に

一一
イルクィン
 

•

:

」

■，
デ
：
ン
の
敗
報
傅
へ
ら
^

て
、國
：民
.協
_

會
は

.益
，1«
駭
.

し
、遂
に

'

敏
活
に
し
冗
手
.强
き
行
動
を
執
る 

.

パ
,

:

:

::
':

5

 

ラ
ー
は

「

吾
人 

\ 

は
國
王

0

鄭
私
を」

仆
滅
，今
ん
が
爲
、自
由
：の

專
政
を
摩
.設

ん

な
.け

れ

ば
«

&

ぬ」

ご

叫
'

 

國

，

民
協
議
會
は
を

.

こ
で
九
人
か

-

ら
成
る

(

後
十
.

ニ
人
に
增
加
せ
ら

.

る)

秘
密
委
員
會
を
組
織
せ
し
め 

:

 

.ノ 

：，

：れ。，

:•
:]
&

の
委
員
會

0

任
務
は
、「

假
行
R

府
に
委
任
せ
ら
れ
れ
る
行

.

政
事
務

.

の
執
行
を
監
理
‘し
瞥 

. 

厲
す
る

」

こ

ビ

で

あ
づ
；た
：的
場

.

：

合
：：

に

依

む

て

，
は
、

®

行
政
府
の
行
動
を
停
止
す
る
箏
も
出
來
た

9
 

' 

“ 

你
：ほ
國
家
释
急
の
櫞
合
；に
隙
し
、內
外
防
備

0

:

ガ
策
.

を
講
じ
、其

.

の
谕
.
.令
は
猶
豫
な
く
*假
行
政
府 

一

:

の
方
；で
/執
行
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
ぁ

る
，。

假
行
政
做

U

0

は、王
政
廢
止
の

:;
'

,

結
染
解
憐
せ
ら
れ
た

『

裳
法
：議
售

』

ビ
對
立
し
泠
る
、從
來
國
，王
を
首
腦

-

し
て
®
た
行
政
府
の
後 

丨
を
承
け
て
亂
け

?>
'

れ
た
臨
時
行
政
部
：の
こ
あ
で
あ

.

る
>

 

.

國
民

®

議
會
'

は
モ
ン
グ
ス
キ
•ュ

1

0

‘
 

'三
權
分
立
の
志
義

に
，艦
み
て
^

執
行
委
員

i
.

の
名
を
避

W

た
、け
n

ど

、
事
：
實

此

：
の
：：

®

員
會
は
&
«
し 

,

、

• 

.萃五

 

#

.'(

五#七
 

0

7

;:

論
';
:

細
 

-

§
.
m 

六
九
：



身1
治
r-：h
パ

\

j

t
 

V 

、

た

る

貴

、
任
^

間
で
あ

.-
'

つ
：た
_.の
で
あ

る
.。

唯

だ乙
れ
が
暴
虐
を
末
然

に
防
，
遏
せ
ん
.

が
爲
、l i
は
ば 

全
.，然
典
の
改
酿
外
に
萆
复
後

k

は
金
：額
を
限
：て
、機
密
费
を
供
典
せ

$

れ
た
/又
公
然
達
員
長
を 

-

任
命
し
な
か
ろ
た
。

.

是
れ

?:

即
ち
公
安
委
員
會
で

.

あ
'
る
。
其
の
委
員
の

殆
ど
■全

部

が

山
®

黨 

中
の
オ
ッ
ポ

ル
チ
、
“

ス

ト

に
M

し
、ダ
. '

ン
ト
ン
は
舉
實
上
委
員
畏
で
あ
つ

た
。

國
玛
協
_
會 

は
咐
だ
ー

一

週•
一

同
、公
安
委
員
會
の
報
吿
に
接
，
る
だ
け
で
あ
つ
で
、却
て
反
對
に
公
安
委
員

#
 

の
爲
.

に
：̂

使

せ
.ら

れ
；た

®

\

f j

政

辦

の
如
き
'
^
、殆

ど

權

力

の
形

鞍

を

擁

す

る
の

み

で
#

t r

释 

#:
.

は
*

實
*

記
長
に
過
ぎ
な
か
つ
た

.
。

. 

\

公
&

寒
員
會
は
例
國
革
命
反
，對
者
が

^

詛

の

寧

點

ビ

な

つ

た

け

れ

ー

、
古

往

今

，

凡

そ

^

の 

如
き
.

輝

天

動
#

の
：：

大
.
：活
動
を
演
じ
.

た
政
府
は
、未
だ
曾
て
聞
か
ざ
る
所
で
あ
る
。

マ
デ
ラ
ン

a

 

く̂

t

等
の
人
々
窭
員

)

は
.鮮

ヶ
月

間
？j

'

猶
任
摩
的
な
る
盤
獄
内
に
生
活
し
た
の
で
あ
る
。
彼
等 

は
日
々
夜
冷

I

を
集
輯
し
、文

«

ど
.

典
に
.
人
肉
を
彙
集
し
、嫌
疑
者
を
斷
頭
臺
に
送
桌
*
を 

敵
®

に
立
た
し
め

’f

千
0

人

樂

、
|

は
敗
攀
に
、或

S

勝
利
に
處
'罰

し

つ
つ
ボ
か
M

s

 

と
凡
て
を

.

'

死
に
致

D

、；

國

民

の

筋

力

を

同

復

し

、其
等
國
民

の

血
.
管

内

に

鮮

血

を

濺
S

0

し 

れ
る
，测
家
の
皙

«

:

年
心
臟

ビ

を
改
造
し

^

:

時

に

は

疲

勞

に

«

、え
ず
、身
を
褥
.上
に
投
げ
て
三

證

其

請

^

^

^

r

畤

M

:

の

_

I K
を

貧

ぼ

，
：

目

覺

：

め
：
：

て

は

再

び

起

き

て

國

務

に

鞅

掌

し

た

P

で

あ

る

」
S

四)
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公

.
安

委

員

會

の

外

、革

命

政

府

が

利

用

し

*

機

關

.
に
今
一
，個、

『

保
安

_

鼻

#
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i

l

t

e

e
 

o
f

 

G
e

n
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e
r
a
l

 

s
e

c
u

r
i

t
y

)

と

_

す

る

秘

.

.密

委

員

會

が

ぢ

つ

た

。

此

の

委

員

會

は

一

七

八

九

年

以

來

存

在

し

力
の
；で

あ

る

が

、國

家

の

：
危

急

に

0 
{

に

從

て

，大

に

權

力

を

增

加

し

て

、警

察

を

管

理

し

、間

牒

の

-

. 

.
'
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,
,.
.
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.

.

.

.

.
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.
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.

報

吿

に

接

し

、國

事

犯

：
人

或

は

：
同

嫌

疑

*

.の
，逮

捕

を

命

じ

、且

つ

裁

判

所

で

審

問

せ

ら

る

可

き

人

令

の

名

簿

調

製

に

任

じ

た

。

-.
:

要

ず

る

に

、公

安

委

員

會

の

補

助

機

眠

で

あ
つ
た
。
其

他

巴

11
1

の
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.
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.革

命

自

治

圈

及

，び
、ザ

ン

•

キ

「

ユ
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:
ロ
-

ッ
：
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か
ら
：成

る

暴

玟

團

等

が

、如

何

に

革

命

政

治

家

の

爲

に

、使

. 

*

せ

ら

れ

«

»

せ

ら

れ

て

«

國

.
革

命

の

騷

亂

を

激

成

じ

た

か

は

、佛

國

史

_
を
：繙

く

*

の

知

る

が 

如
く
で
あ
る

.
。
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-
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『

恐

怖

時

代

』

ビ

云

ふ

0 ;
:
は
、-
七

九

三

年

六

月

か

ら

翌

ヘ

ー

七

九

西

年

七

月

に

華

る

約

十

四

ヶ

月

間
、佛

國

革

命

運

動

が

最

‘
高

潮

に

達

し

.
た

時

-期

の

名

；
稱

.で
、あ

る

。

ジ
ャ
コ

ベ

ン

：.
黨

が

a

里

自

，
治

, 

• 

- 

.

,

,

の
，援

助

.
を

.
藉

り

て

ジ

ン

ロ

ン

，ド

黨

を

仆

滅

し

た

め

で

、比

.
較

.
的

地

方

.に

多

く

の

同

情

*

を

'
有
.つ
 

.

で

居

た

^

國

各

地

の

同

倉

員

は

.「

齊

.に

.
ジ

'
.ャ
コ

.
マ
卜
.
ン
政
府

_
反

»
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:
.旗

.
幟
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♦

揭
：
.げ
、內

i l
は

い

ょ 
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第

f

五
怨
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1九

：)

k

 

.

就
恐
嚇
政
治
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ベス

S
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麓

城

七

一



ノ
 

：

笫十

1
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五
德
ぐ
論
竦
磡

_

政
治
ミ
5

ス
2

’
へ

.：

ぐ
 

I

號

• 

J

.

レよ
' 

1

.

重

ナ
R

な
つ

て
來
/2

。
此

の

如
&

内

亂
0

瀰
蔓
は
、外
敵

■

を
：し
，：.
で‘，大
に

#

を
：加
.

へ，
し

め 

て
§
也
聯
合
諸
國
は

#

方
面
か
ら
佛

«

.

忙
-侵

入
し

て
來
f

t

o

「

殊
IV

英
.國
の

.
參
«

は
-
海
Jb
0

封 

鎖
ビ
な

っ

P

滅
國
に
取

_ 

^

体
由
令
し
き
打

^

で
あ
^

た
ぷ
當
時
怫
國
，內
外
危
觳
の
狀
態
は
ボ

. 

央
政
府
の
權
力
の
一
層
强
大
な
ら
ん

こ
ビ

を
要
求
し
方
。：
そ
こ
で
一
七

九
：三
年
七
月
見
安
委 

:

M

會

の
0

0

改
選
ビ
共
に
、從
‘來

.

穩
和
說
を

.

唱
.へ

V
、

ジ

ロ

ン

ド
黨
に
同
情
を
寄
せ
て
居

2

ダ
，
ン 

-

ト
ン
.一

派
は
殆
ど
全

_

く
排
斥
せ
ら
れ
て
、口
べ
ス
ビ
エ

ダ

膺
の
過
激
派
が
多
く
選
出
せ
ら
れ
た
。

'

•

新
公
安
委

.

員
.

會
.

即
.

ち『

大
公
-5
:

委
員
會

』

は
國
说
.

協
議
#

0.

決
議
.

化
基
き
4

假
行
政
府
、谷
省
長
官

「

,

“

.;
•

■

各
大
將
、並
び
じ

‘

總
ズ
の
寧̂
法
上
の
機
關
は
公
安
委
員

.

會
の
撒
.

細
.

の
下
に
M

か
れ
、而
し
て
公
安

.

.

.

.

.

.

.委

货

I
 

^

週
間
内
に

^

等
R

盼

し
て
：
國
民
協
議
會

に
報
吿
す
可

'

し」

ど
制
足
せ
ら
れ
た
。

而
：

I

乙
て
將
校
を
事
實

^

任
免
黜
陟
す
パ
る
權
カ
を
も
掌
擬
し
お
の
で
あ
る

。

'

—

'

大
：公
：安
委
員
會
の
主

.

義
は
i

め
て
簡
寒
で

 ̂

I

言
以
.

て
こ
：れ
を
蔽

,

へ
ば
^

恐
嚇
，政
台

5

を 

ン
：
：

：
以

；
て
：

«

國
，內

外

：の
.

敵
.

を
,

蕩
：す
る
こ
ど
：，
 

•

,

,

.

.

菩
ー
ぼ
妓
に
：少
し
く

『

恐
嚇

』

ユ
£

^

ぷ
.

言
葉
の
意
義
，を
.

說
明
.

す
る
.の
^
^̂
^̂

:

政
府
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七
九
ニ
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年
，八

月

十

日
0

主

敗
ff
i

覆
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後
‘

七

八

九
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時

停
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し
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■

家

內

外

の
敵

を
防
«

せ

ん

が

竭
必
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に
應
じ

^

臨
時
非
常
の

方
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を
揀
る
の

a

.む

を

得
ざ

る
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.
し
に
.

至
っ
た
。
即

^ •

ー：七
九

.三
年
八
九
月
の
交
、

«

國
’
が
前
述
の
如

4
內
外
，の
大
危
機
に
脅
威
せ

.

:

&

れ
.

た
V

J

:&

、最
も
痛
切
に
此
の
非
常
方
策
の
必

.

要
を

®

じ
た
の
で
あ
る
。
恐
嚇
な
る
言
葉
が

• 

. 

: 

• 

; 

* 

.

.

'

政
：治

0:
:

1:
方
法
を
示
す
可

<

€ :

用
せ
~
ら
れ
れ
の
ち
實
に
此
時
か
ら
で
あ
る
：。
當
時
佛

i f

西
は

•
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. 

.

.

.
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.

.

.
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:

ノ

■:

外
：寇
に
加

.

ふ
る
に
內
亂
を
以

•

て
L

、此
の
：愛
國
的
亢
奮
に
搞
て
て
加
へ

t:

、M

ら
に
恐
る
可
き
飢

.

.

. 

.

.

.. 

, 

.

.
’;•
.
;•
'
*
* 

. 

* 

.

.
f 

.

掘
の
脅
，威
を
.

受

げ

か

の

で
.

あ
る
。
•

巴
里
人
は
此

©■

飢
饉
を
以
て
、內
外
に
，於
け
る
敵
人
の
所
爲 

に
出
.

づ

€-
信
じ
、楚
，等
の
：敵
は
須
ら
く
恐

*

の
手
段
を
以
て
仆
滅
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
ビ
絕
.叫
し 

_ 

，

た
。

5

迅
四
十
八

.

區
委
鼻
及
び
ジ
ャ
コ

>

ン
黨
の
代
表

«

は
、九

月
^

日

國
^

協
1|
#

に
向
て
、

:

.

:

ぜ
：法
者
諸
君
よ
、恐
*

を
議
‘

事
日
程
に

’

加
'

へ
よ」

冷
建
議
し
れ
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葉
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公
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而
し
て
-

此
の
、恐
嚇
政
治
の
代
表
激
ビ
目
す
可
き
は
、

*

に
ロ
'

ベ
ス
ピ
エ
ル
で
あ
つ
た
。

 

•

' 

ビ
こ
ろ
が
ロ
ベ

.ス
ビ
そ
ル
ビ

5:
ふ
.

人
は
、本
來
惡
魔
の
，や
ぅ
に
血
に
®
し

た
殘
忍
な
人
物
で 

は
*:
.
‘
<

乙
て
、寧ろ
多
情
多

.

恨
の
感

‘

情
家
で
あ
っ
た
。ノ
彼
が
早
年

®

.

揮
裁
刺
官
ビ
な
っ
て
"始
め

:
 

•

:
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四
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論

.

說；
恐

_

政

治

と

ロ

、

’ 

.

第
I

，
て
死
：刑

を

實

吿

し

た

ぢ

き

，家

に

歸

て

涕
'
泣

し

复

云

ふ

事

は

；有
名
：な

逸

話

で

あ

る

。
.
彼
は 

ぃ
決
む
て
最
初
か

:■
£

>

殘
忍
な

•
性
：質
.の
人
で

‘
な
；か
つ
た
の
み

.
な
ら
中
、共
如
政
治
の
_

立
せ
ら
る
る 

r

&

ま
で
，側
國
の
王
政
に
未
練
を
殘
し
て
居
た
の
で
あ
る
。

ミ
ラ
ボ
丨
が
表

M

,フ
ル
ボ
ン
の 

，王

政

を

攻

擊

し

つ

つ

其

實

.ル
ィ
.
第
拾
六
世
の
秘
密

»

,

附
で
あ
つ
た
こ
ビ

.
は
、ー
般
に
知
ら
る
る 

S

こ

ろ

で

あ

る

が

、
八

珠
+

日
事
件

(

ブ
.

ダ
ギ
ン
王

M

賴
覆
の
騷
聲
の
張
-本
人
た
る
ダ
ン
ト
ン
で 

も
、惡
德
新
聞
記

# -

の
.

典
型

f

が
如
く
、又
殺

A

の
權
化
在
る
が
如
く
看
ら
れ
た
マ
ラ
ー
で
も 

(

|

>

國
王
を
死

.
刑
に
，處
し
だ
後
に
至
る
ま
で
、做
ほ
共
和
政
治
の
：公
布
を

_

躇

し

て

、
密

.か

に 

「

外
國
か

'

ら
國
玉
を
迎
立
す
る
運
動
を
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
最
初
か
ら
眞
個
に
佛
國
の
共
和 

政-治
を
希
望
し

:■
<

居
た
潘

は、
力
ミ
ル

•デ
ム

レ

y
等
の

如
き

®

少
數
に
限
ら
れ
て
居
た
の
?
ぁ 

る
タ
ス
然
る

に
も
拘
は
ら
ず
甚
等
の
革
命
政
治
.家
が
ピ

ラ

ビ

ラ

夫
の
如
き
大
慘
劇
を
演
す
る
に 

.
至
つ
た
の

.

は
、矢
張

P

劇
葉
も
慣
れ
る
ビ

.

利
：目
が
雜

■

く
な
る
か
ら
分
量
を
：增
S

ね
ば
な
ら
な
ぐ 

な
る
の
と

.

同
裰
で
あ
：つ

^

の
で
あ
る
。

ロ
ベ
ス
ビ
キ
ル
ー
は
風
采
甚
だ
.

揚
ら

t

辯
靑
 

然
も
彼
は
志
操
堅
實

R
 

し
て
、且
黄
白
に
淡
洎
で

#>

つ
*

•
:が
爲
，
A

®

極
め

T -

碰
ん
で
、竟

R

佛
國
政
界
の

0

一
 

位
を
占
む

1
|

I1

1

i
j
|：

る
に
至
；つ
た
。
ft
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‘

西
革
‘

命
，史
ff

究
の
最
大
權
威

'

で
あ
る
ォ
丨

1

フ
ー
ル
彼
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.

評
し
て
、

r

柯人も

.
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'

ロ:
ベ
ス
。ヒ工

y

に
於
て
デ
モ
ク
ラ
シ

I

の
敎
導
者
を
見
た

.

、ので
あ
る
，

o
,

彼
が
一
七
九
一
年

M

月
普
：
通

猶
擧
を

0

求
し
/a

ビ
，き
、
^

必
て
同
胞
ビ
平
等

w

云
ふ
眞
實
の
感
情
か

'

 

ら
し
て
、友
流

.g

 

な
る
尊
敬
的
な
る
：語
調
を
用

ひ

'て
A
民
に

演
說

す

る

の
模
範
を
政
治

家

に

示
し
た
の
で
あ
る 

勿
：論

.
人
民
：の
辯
_

者
は
他
に
も
有
ク

‘

た
け
れ
然
も
人
民
の
徳
性

'

に
對
し
て
、生
氣
が
あ
つ

-

T

 

且
冷
靜

«
る

« '
敬
の
.意

を

表

現

し

た

る

'*
彼

^

^
は
見
ら
れ
な
か
つ

.

た
。

民

主
令

I I

#
コ
 

V
ド

^
セ
は
、人
民
は
敎
育
せ
ら
ル
；

V
、

始
め
て
善
良

.
に

な

る

も
の
，
で
あ
る

ビ
考
へ
て
居
た
。
又 

民
主

令

義

#
マ
ラ
ー
は
人
民
を

以

て

淺
雜
な
、る
も
の
で
あ
る
ビ
考
へ
て

、唯

だ
子
供
の

如

く

こ 

れ
；を
取
扱
b

た
。
i
d

ろ
：取

〒

ベ
ス
：
ビ

：

ユ
ル
は
人
民
を
以
て
、責
母
も
.あ
れ

ば
扁

解

も

あ

b
3 l

.

. 

.

:

.

.

. 

I 

,

德
性
も
あ
る
者
ビ
信
，じ
て
居
た

0

み
な
ら
.
，ず
、凡
ゆ
る
理
解
も
、凡
ゆ
る

.
德
性
も
、人
民
の
間
.に
存 

顆
し

V
,;

居
る
と
陳
述
し
た

':
:
ぃ♦.
か
か
る
誠
實

S
 

し 

て
人
民
.
、の
服
に

T
h
e
: ■

r
u
u
b
le

ビ
映
せ
し
め
た

」

ビ
日
て
居

.
る

。

要
す
る
に

^

ソ
I

の
著
#
こ
 

依
て
敎
育

.

..
^

ら
れ
た

.
ロ
、へ
.ス
ピ
エ

ダ

の

理

想

ビ

す

る

，
ビ

こ

ろ

は

、
一
，種

の

f f

社
#

を

作

り

、
其

の 

\

E

は
炉
れ
も
平
等
で
あ
つ
て
、

^

應
分
の
勞
臀
を
爲
し
、淸
廉
ビ
動
儉
を
旨
ど
す
る
事
で
あ
つ

铬
十
3£

卷

(

.

五
四
.
H
 

)

論
.

0

恐
嚇
政
取
と
ロ
ペ
ス
；

M

;v

.

,

第
®
號

b
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■ W ltf

销
十
五
怨

-

c

■

五
四
四

)

論
：
說

' 

恐櫬政澈

w

 

ロ r

 

K

t?
H

少
.

 

(

：

f

號*

 

&
、

.

た
。

1

言
に
し
て
ー
：ム
へ
ば
、彼
は
允
ゆ
.

る
政
治

0

0

的
は

『

徳
：_

の
時
代
吳
总

1
1

o
f

 

v
i
&
e
)

を
現
出 

せ
し
-む

る
事

に
在
ら
：ね
ば
な
ら

g

ビ
確
.
信
.

し
て
居
た
の
で
あ
る
。
此
の
如
き
•
念
を
抱
い
て

\

居
た
.

彼
.

は
過
誤
、失
策

V

以
て
畢
竟
不
徳

.

に

し
て
心
'術

0

正
.

し
か
ら
ざ
る
が
故
で
あ

.

る
ビ
砰
し
、

• 

: 

...........................

-

'

-

.

.

 

,
 

f 

.

'

、

,

■'
:‘
而

し

彳

彼

が

此

の

政

：治
的

•

か
ら
逸
脫
し
た

«

.

は
、人
.
民
.

の
敵
£

し
て
、こ
れ
を
亂
卿
す

る
乙)

し
を
©

ら
な
か
つ
れ
。
此
の 

如
‘

く
し
、て
、ジ

ロ
ゾ

ド
«

も
、ダ
ン
ト
ン
も
，エ
ベ
ト
ル
も

. 3
E

除
せ
s

r t

た
の
で
あ
る
。

:-V- . 

V  
.
■. 

.

:

'

 

^

 

ロ
ベ
ス
ビ
エ
ダ
が
奈
何
に
正
直
で
あ
っ
て

も
、矢
張
り
時
代
の
子
た
、

る
を

免
れ
.

な
か
っ
た
。

V

 

.

.

.

當
.
時
の
多
く
の
政
治
家

e

均
し
く
、彼
亦
時
令
主
義

.
を
變
M

し
た
。
八
月
十
日
迄
王
政
論
者
で 

: f
e

_

っ：ブ
彼
は
プ
月
二
日
以
後
旣
に
共
^
主
義
者
ぜ
豹
變
し
て
居
た
。
彼
ば
此

®

に
於
で
、人

K

,

.

.

.

.

を
指
導
す
る
ど

Z

ろ
で
は
な
く
、却
て

‘

人
民
に
率
ひ
ら
れ

‘
た
の

p

あ
る

o

彼
が
今

H

吾
人

の
服

丨
に
傭
歡
家
的
煽
動
政
治
家
と
：映
す
；る
所
以
で
あ
る
？
然
も
ロ
、、へス
ビ
エ
グ
は
其
り
萌
ト
こ
る 

.

野
.

心
を
遂

■

行
す
可
ぎ
膽
氣
に
於
て
は
、到
底
：ダ
ン
ト
ン
の
敵
で
は

U
か

っ
た
。

.

®
人
は
波
の
挫 

格
に
.
於
て
、哲
學
的

«

® -w

^

陋
な
る
陰

'
！I.

の
不
思
議
な
る
融
化
を

見
る
の
で
あ
る
。

彼
が
他

,:

を
陷
る
る

# *

策
の
^

險
®
s
•

を
®

め
て
併
か
も
突

^

の
間
に
其
の
術
策
を
行
つ

ガ

の，は
‘

3&
竟 

.

.

. 

« 

«

*
 

■

- 

.

.

.

.

 

. 

:.
 

* 

*

I 

-..........

 

--1
,

tf- 

.

:

:

•

彼
が
正
々
堂
冷
敵
ビ
對
抗
す
る
膽
勇
に
缺
く
る
、所
か
必
っ

'

た
故
で
な
，く
て
は
な
ら
ぬ
。

2
d

:

ダ
.ン
'

ト
：；

ン

の

；
豪

.
快

 

•

0
た
反
而
に
は
、画
就

0

怨
ネ
必
す
報
復
せ
ね
ば

a

♦

な
い
と
云
ふ
執
念
ビ
怨
惡
.の
性
質
を
具 

,

:'
':
'

へ
て
居
た

.:

の

1?

あ
^

が
'

マ
ラ
卩
ビ

*

に
、ジ
ロ
ン
ド
黨
に
對
し
て
終
天
の
怨
を
梢
る
に
至 

.
:
，

.

っ
穴
の

^

、畢
竟
同
黨
の

A

令
か
ロ
ベ
ス
ビ
ヰ
〃
の

®

々
神
及
び
天
命
女
ロ
：に
す
る
を
冷
嘲
し

.

.

.
- 

' 

た
こ
ビ
を
忘
れ
な
か
つ
た
爲
で
あ
る

。

> 

„

コ

'.
:
• 

.

,. 

. 
:
 

.

■
;
士
 

 ̂: V
:

:
’，

ベ
，

.

, 
_ 

' 

、

、： 

'文
ベ
ー

A

の
共
產
主

_

的
新
社
會
說
⑵
、飢
餓
に
類
し

：̂

巴
里
0

サ
ン
/

キ
ュ
於
ッ
ト
は
勿
論
、全

,
佛
國
の
贫
民
に
欽
仰
せ
ら
れ
れ

0
,
, 

口
べ

：

ス

ピ

の

'

ス

\

タ
的
國
家

«

は
.多
少
乙
れ
ビ
彷 

;

彿

た

る
も
の
が
ぁ
っ
た
け
れ
士
、然
も
彼
は
之
を
：擇
ば
な
か
，
つ
' 

犮
。
と
こ
ろ
が
、

h

ベ
丨
ル
.の基 

■
, 

督

敎

摩

止

の

攀

擧

に
¥

ー
っ
て
は
、®

だ
に
大
多
數
の

®

國
人
々
恐
悚

.
せ
し
め
お
ば
，
か

.!
)

で
な
く
、

ノ
 

痛
く
、彼
包
身
の
新
宗

.

敎
>

「

以
そ
佛
國
人
を

.

支
配
せ
ん
こ
ゼ
を
理
想
ビ
し
て
婼
た
ロ
べ
ス
ビ
土

'

:

.

• 

' 

. 

I 

. 

' 

、.
.

_

^

を

惯

ら

し

め

れ

ク

彼

は
^

ソ
i

敎
を
窣
じ
て

^
.

地
を
主
、宰
す
.

る
造
'

物
'

主
の
、存
在
1

瞥
敎 

.

の
，V

ッ
ド
で
は
な
い

)

を
信
じ
、
.グ
ォ
ル
テ
ー
ル

'

の
語
^ .
'

藉
&

て
.
、

「

神

S

若
：
.

^

痛
在
：し
な
い
な
ら
ば

, 

m '

十
五
怨

•'
•
•

(

?!
:

四
五)

■
 

0 

^
 

.
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w

 

ロペス
^

H
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'
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L

 
.
•
ハ.
‘五
例4

ハ)

.

翁

傲
.

聽
政
泡
.
と.
口-ベ
2

:

r

• 

, 
.
* 

0
J
 

.
bv 

.

f

 

く
る
の
藤
，ゲ
あ
^

-

虫
張
し
た
の
^

冷
る
0

':

破

は

エ
ベ
1

グ
の
無
_

論
i

'

f

 

も
、雨
0

な
が
&
擇
ば
な
か
つ

^

が
、ダ
ン
、，
ト
ン
の
騰
和
.主
義
も
亦
，徘
斥
し

/2
の
で
あ
る
。

汪
政 

肅
稷
の
ガ
库
人
で

' 
あ
4

恐
嫌
政
：̂

初
^

0 

K
'
0 
0

で
あ

る

\

 

.-V

ト

ゾ
は
、表
而
激
烈
な
議
論
を 

唱

へ

.

ね
サ
？

ミ
ラ
^

丨
名

均
k

 

く

內
實
に
そ
は
調
和
的
材
幹
を
抱
い

た

實

際

的

政

治

*

で 

あつす彼は恐嚇政

*

^

觀
! ^

外
傲
を
«

避
し
、內
亂
を
、鎭

«

し
^

以
>

、
^

時

溶

も

ギ

0

ッ
 

>

ィ

ネ

を

暴

か

す

る

必

要

の

，な

い

事

を

主

張

し

た

。

こ
れ
が
順
て
、#

の
人
蕻
を
殒
し
檨
の
自 

滅
令
招
い
た
所
以
で「

あ
つ
.

た
。

F

プ

ス

ビ

エ

ルは
..

內
心
穩
和
-
政
：.策

に

賛

成

し

な

い

の

で

は

な 

力
つ
た
か
、彼
は
一
身
上
の
政
略
か
ら
こ
れ
に

.

反
對
し

'

没
の
.
で
ゲ
，る
。
明

.
敏
'r

る
彼
は
、旣
に

®

 

嚇
に
飽
き
た
る
儆
國
人
は
今
に
於
て
少

.

し
ぐ
自
由
を
與
る
な
ら
ば
、祭
何
な
る
政
府
で
も
歡

迎 

す

可

き

乙

ビ

金

鐵

つ

て

居

た

の

で

：命
る
。

然
れ
ど
も
、彼

は

想

か

る

國

民

の

歡

迎

を

ば

自

家

の 

上
に
受
け

V
、

之
を
利
用
し
中
，ぅ
^ .

希
：つ
て
届

.
た
。
即
ち
彼
の
抱
負
ど
.す
る
自
然
神
敎
に
基
づ 

<

政

敎

政

治
0

.

實

施
^

»

般
の
寬
仁
政
策
を
利
用
レ
'
‘や

ぅ

と

欲

し
:/
2

の
で
あ
，.る
'

)

.

か
く
て
、
ロ
べ 

>

 

ビ:
モ
>

_

先

づ

工

ベ

！

火
を
倒
^

;

ん
が
爲
、一
旦
退
擊
し
た
ダ
ン
ト
ン
を
印 

■
舍
か
ら
再
起
し
て
、其

力

を

借
6

て
エ
ベ

i

ぐ
一
：派
を
仆
滅
し
た
。
次
に
彼
は
ダ
ン
ト
ン
及
び

塵
^

™

^

™

^

^

™

^

^

^

^

^

_
 

1

■■
;■:
'
.
/
' 

. 

, 

. 

.
:.
.
;
:
;
,

.:
'
 

. 

.
'
-

■
,

 

...

.

.-.

.
' 

. 

, 

; 

.

.

. 

' 

. 

. 

■

,
. 

:

其
；
の

：

〗

，
派

に「

王

雜

を'
與
興
し
ぞ
、國
會
及

.
び
怫
蘭
西
.
共
和
政
治
を
破
壞
す
可
き
傾

.
向
ぁ
る
陰
謀

」

-

• 

を
^

盡
し
た
ビ

.

云
'
ふ
亵
罪
を
負
は

'

せ
て
悉
く
刑
殺
し
た
。

«

に
.敵
霉
を
悉
皆
英
夷
し
た
る
ロ

”
.
.
. 

.

.

.. 

' 

.

. 

.

.

ベ
.

ス：ド
铲
ル
は
怫
國
め

m ;

漉
を

i
手

： .

に
‘

握
つ
.

て
"

思
ふ
儘

^

獨
裁
政
.治
を
實
行
し
得
る
最
得
意 

.
, 

.

.

へ
の
地
位
に
立
つ
た
：

#

^

哉
：る

' 

.

.

現
せ
し
む
可
く
寶

^

實
#

_

筹
手
，し

' 

た
，時
に
、反

.
ロ
ぺ
^
^ ̂

'

;■
、
、

>■
■

に
'

彼
の
.
沒
落
を
來

t

^

:

;

Qで
令
^

 

•

, 

.

-

:

:

:

:

此
の
'

如
ぐ
.

し
て
、
3

し
‘

％
:
當
時
の
全
歐
羅
巴
を
震
惜
せ
し
め
犮

.0

み
な

&

ず
、今
：！

1

尙
ほ
佛
國

'

.:
,
革
命

.̂
.

I.

へ
，

• '

國
^

命
を

-«
-
て
守
*

*

ぶ
：革

^

派
.

が
^

詛
0

.

目
的
た
ら
し
め
た
恐
：嚇
政
治
は

>

其
の
.
最
％
熟

心

.

 ̂

 ̂

 ̂

H. 

y

の
.
沒
落

^

哄
^

終
極
を
吿
げ
た
の
で
ぁ
る

°

:

,■
-.
 

.

•

'

■

 

'
 

• 

• 

\
 

'
.
-
. 

, 

■ 

•

{

-

:
:■
‘ - 

.

. 

-

 

:
: 

/ 

'

'

ベ
.
'
,
V
.
'
. 

.

——

： 

、

い

.

丨
炎
安
委
貴
會
が
恐

_

政
洽
を

.
以
て
人
民
に
臨
ん
だ

0

は
、主

€

し
.

て

內

外

.の
危
急
に
際
し
て 

、
 

國

家

の

.：
減

一〔

を

保
*

ん

が

，
爲.で

ぁd

た

こV」

ば

、ftに

說
 

‘ 

‘
'乘
‘
じ

て
’

或

は

：
，
平
.
生

：9

私
^

.

に
.報
.

^
、
或

は

：
他
0

.
財

:

•

:
 

馆
ナ
本
能

' 

(

.
五：烟七
：

)

：論

,
說
恐
嚇
政
治
式
：

1
ぺ
久
ヒ

3:
-か

ー

 

，

？
：

• 

M

0

七
九
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桀

十

蒸

(

•

岛
四
八
‘
ー
論

…

释
恐
嚇
政
治
と
ロ
ぺ
ス
-

で

.

：

■: 

' 

、策
I

 

1
0 

允
_

も

. ^

な
* <

な
炉
つ
ぬ
。

或
準
，命
史
家
は
、恐
嚇
政
；治
：を

以

て

ミ

午

人
K

足
ら
ざ
る

l i
M

の
' 

1

腐

敗

圆

傲

の

所

業

，

あ
る
’

ビ
評
し
た
程
で
あ
る
。
佛
國
が

|

心
か
る
大
危

«

に
際
し
て
、

3£
く 

外
敵
を
敗
る
こ

.
ぐ
し
；
を
，
得%

-,

0
は
、
華

も.
に

恐

嚇
'

政

舞

.0
賜

で

あ

る.
け

れ
.ざ
、
其
®

-

ば

公

安

.婆

員

一 

派

の

功

績

と

日

は

ん

よ
^

，は
、
寧

：ろ.力
.
丨
ノ

0
軍
制
改
革
の
功
與
づ
て
多
§
に
居
る
ど
沄
つ
た 

方
.
が
.
當
，つ
て
居
る

(

註
、七

)

。
佛
國
の
勝
利
ば
恐
嚇
政
治
.を
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